　　　　　　　助成金交付要望書（記載例）

 様式１－１
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　 年　 月　 日
 　独立行政法人福祉医療機構 理事長　殿
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　○○○市○○町○○丁目○○番地
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　団体名　○○○○○○○○○○
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　代表者　○　○　○　○　　　　印


                           平 成 １８ 年 度 助 成 金 交 付 要 望 書                             

      下記のとおり、平成１８年度助成金の交付を受けたいので別紙関係書類を添えて要望する。
	

	  eq \o\ad(事業名,　　　　　　)
	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○事業
	

	 助成金要望額
	  　　金  ○，○○○千円
	

	 事業要望期間
	平成○○年度　～　平成○○年度
	新　規　　・　　継　続
	

	  eq \o\ad(要望する,　　　　　　)
  eq \o\ad(基金の名称,　　　　　　)
	　長 寿 社 会 福 祉 基 金
	

	事業のテーマ


	 
１  在宅福祉事業等に従事するマンパワーの養成・研修に関すること

２  高齢者・障害者の日常生活環境の向上に対する支援に関すること

　３  認知症高齢者及び在宅で介護にあたっている家族への支援に関すること

４  その他高齢者・障害者の在宅福祉事業等の支援に関すること

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	
	
	

	 eq \o\ad(事業の手法,　　　　　　)
	手法１、手法２、手法３、手法５、手法６、手法７、手法８（記載要領の別添１参照）
	

	  eq \o\ad(団体概況,　　　　　　)
	 別紙１のとおり（様式２－１～２－３）（様式３）（様式４）
	

	  eq \o\ad(要望総括表,　　　　　　)
	 別紙２のとおり（様式５）
	

	 eq \o\ad(事業計画,　　　　　　)
	 別紙３のとおり（様式６－１～６－３）（様式７）（様式８）
	

	  eq \o\ad(要望額調書,　　　　　　)
	 別紙４のとおり（様式９）
	

	【連絡担当者】


	　１　所　　属　　○○○○○○
	

	
	　２　氏　　名　　○　○　○　○
	

	
	　３　電 　 話　　○○－○○○○－○○○○
	

	
	（ＦＡＸ）　○○－○○○○－○○○○○○－○○－○○○○
	

	【所管部局】 
	１　部局(課)名　○○省○○○○局○○○○課
	

	
	２　担当者名　　○　○　○　○　　　　　　（内線）　○○○○
	


· １事業ごとに別葉にしてください。
· 「事業のテーマ」及び「事業の手法」については、該当するものに○を付けてください。
· この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　助成金交付要望書（記載例）

 様式１－２
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　 年　 月　 日
 　独立行政法人福祉医療機構 理事長　殿
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　○○○市○○町○○丁目○○番地
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　団体名　○○○○○○○○○○
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　代表者　○　○　○　○　　　　印


                           平 成 １８ 年 度 助 成 金 交 付 要 望 書                             

      下記のとおり、平成１８年度助成金の交付を受けたいので別紙関係書類を添えて要望する。
	

	  eq \o\ad(事業名,　　　　　　)
	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○事業
	

	 助成金要望額
	  　　金  ○，○○○千円
	

	 事業要望期間
	平成○○年度　～　平成○○年度
	新　規　　・　　継　続
	

	  eq \o\ad(要望する,　　　　　　)
  eq \o\ad(基金の名称,　　　　　　)
	高齢者・障害者福祉基金
	

	事業のテーマ


	 
１  地域の福祉・介護のネットワークの形成に関すること

２  緊急に充実を図る必要のある高齢者、障害者在宅福祉の推進に関すること

　３  高齢者、障害者の社会参加の促進に関すること

４  民間非営利団体等による地域の福祉・介護活動に関すること

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	 eq \o\ad(事業の手法,　　　　　　)
	手法１、手法２、手法３、手法５、手法６、手法７、手法８（記載要領の別添１参照）
	

	  eq \o\ad(団体概況,　　　　　　)
	 別紙１のとおり（様式２－１～２－３）（様式３）（様式４）
	

	  eq \o\ad(要望総括表,　　　　　　)
	 別紙２のとおり（様式５）
	

	 eq \o\ad(事業計画,　　　　　　)
	 別紙３のとおり（様式６－１～６－３）（様式７）（様式８）
	

	  eq \o\ad(要望額調書,　　　　　　)
	 別紙４のとおり（様式９）
	

	【連絡担当者】


	　１　所　　属　　○○○○○○
	

	
	　２　氏　　名　　○　○　○　○
	

	
	　３　電 　 話　　○○－○○○○－○○○○
	

	
	      （ＦＡＸ）　○○－○○○○－○○○○
	

	【所管部局】
	１　部局(課)名　○○省○○○○局○○○○課
	

	
	　２　担当者名　　○　○　○　○　　　　　　（内線）　○○○○
	


· １事業ごとに別葉にしてください。
· 「事業のテーマ」及び「事業の手法」については、該当するものに○を付けてください。
· この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

　　　　　　　助成金交付要望書（記載例）

 様式１－３
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　 年　 月　 日
 　独立行政法人福祉医療機構 理事長　殿
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　○○○市○○町○○丁目○○番地
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　団体名　○○○○○○○○○○
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　代表者　○　○　○　○　　　　印


                           平 成 １８ 年 度 助 成 金 交 付 要 望 書                             

      下記のとおり、平成１８年度助成金の交付を受けたいので別紙関係書類を添えて要望する。
	

	  eq \o\ad(事業名,　　　　　　)
	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○事業
	

	 助成金要望額
	  　　金　○，○○○千円
	

	 事業要望期間
	平成○○年度　～　平成○○年度
	新　規　　・　　継　続
	

	  eq \o\ad(要望する,　　　　　　)
  eq \o\ad(基金の名称,　　　　　　)
	子 育 て 支 援 基 金
	

	事業のテーマ


	１  地域や家庭における子育て支援事業に関すること

２  青少年の非行防止・健全育成事業に関すること

　３  非行等児童や家庭問題を巡る諸課題等に関する調査研究に関すること

４  子育てや非行児童等に関する広報啓発活動に関すること
　５　小･中学生､高校生や小･中学生､高校生のいる家庭に対する支援事業に関すること
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	 eq \o\ad(事業の手法,　　　　　　)
	手法１、手法２、手法３、手法５、手法６、手法７、手法８（記載要領の別添１参照）
	

	  eq \o\ad(団体概況,　　　　　　)
	 別紙１のとおり（様式２－１～２－３）（様式３）（様式４）
	

	  eq \o\ad(要望総括表,　　　　　　)
	 別紙２のとおり（様式５）
	

	 eq \o\ad(事業計画,　　　　　　)
	 別紙３のとおり（様式６－１～６－３）（様式７）（様式８）
	

	  eq \o\ad(要望額調書,　　　　　　)
	 別紙４のとおり（様式９）
	

	【連絡担当者】


	　１　所　　属　　○○○○○○
	

	
	　２　氏　　名　　○　○　○　○
	

	
	　３　電 　 話　　○○－○○○○－○○○○
	

	
	（ＦＡＸ）　○○－○○○○－○○○○
	

	【所管部局】
	１　部局(課)名　○○省○○○○局○○○○課
	

	
	　２　担当者名　　○　○　○　○　　　　　　（内線）　○○○○
	


· １事業ごとに別葉にしてください。
· 「事業のテーマ」及び「事業の手法」については、該当するものに○を付けてください。
· この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

　　　　　　助成金交付要望書（記載例）

 様式１－４
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　 年　 月　 日
 　独立行政法人福祉医療機構 理事長　殿
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　○○○市○○町○○丁目○○番地
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　団体名　○○○○○○○○○○
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　代表者　○　○　○　○　　　　印


                           平 成 １８ 年 度 助 成 金 交 付 要 望 書                             

      下記のとおり、平成１８年度助成金の交付を受けたいので別紙関係書類を添えて要望する。
	

	  eq \o\ad(事業名,　　　　　　)
	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○事業
	

	 助成金要望額
	  　　金　○，○○○千円
	

	 事業要望期間
	平成○○年度　～　平成○○年度
	新　規　　・　　継　続
	

	  eq \o\ad(要望する,　　　　　　)
  eq \o\ad(基金の名称,　　　　　　)
	障害者スポーツ支援基金
	

	事業のテーマ


	 
１  障害者スポーツの育成・強化事業に関すること

２  障害者の競技スポーツに係る競技用具の研究開発・改良等に関すること

　３  障害者スポーツに対する意識高揚に関すること

４  地域におけるスポーツを通じた障害者の社会参加の推進に関すること

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	 eq \o\ad(事業の手法,　　　　　　)
	手法１、手法２、手法３、手法５、手法６、手法７、手法８（記載要領の別添１参照）
	

	  eq \o\ad(団体概況,　　　　　　)
	 別紙１のとおり（様式２－１～２－３）（様式３）（様式４）
	

	  eq \o\ad(要望総括表,　　　　　　)
	 別紙２のとおり（様式５）
	

	 eq \o\ad(事業計画,　　　　　　)
	 別紙３のとおり（様式６－１～６－３）（様式７）（様式８）
	

	  eq \o\ad(要望額調書,　　　　　　)
	 別紙４のとおり（様式５）
	

	【連絡担当者】


	　１　所　　属　　○○○○○○
	

	
	　２　氏　　名　　○　○　○　○
	

	
	　３　電 　 話　　○○－○○○○－○○○○
	

	
	（ＦＡＸ）　○○－○○○○－○○○○
	

	【所管部局】
	１　部局(課)名　○○省○○○○局○○○○課
	

	
	　２　担当者名　　○　○　○　○　　　　　　（内線）　○○○○
	


· １事業ごとに別葉にしてください。
· 「事業のテーマ」及び「事業の手法」については、該当するものに○を付けてください。
· この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。
（別紙１）

    様式２－１
         団　　体　　概　　況　　書（記載例）
	  団　体　名
	　○○○○○○○○○○
	代表者名
	　○　○　○　○
	

	  住　　　所
	  〒○○○－○○○○
　○○○市○○町○○丁目○○番地
	代表電話
	○○－○○○○－○○○○
	

	〔任意団体設立〕

法人設立年月日
	〔 平成○○年○○月○○日 〕

平成○○年○○月○○日
	職 員 数
	      (うち常勤○○人)
             　○○人

	  会　員　数
	　○○○人                                                               
	会員資格
	 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
	

	事 業 内 容


	　１．○○○に関する講習会開催

２．○○○に関する調査研究

３．○○○○に関する広報啓発活動

４．○○○サービスの実施

５．○○○○の研修

６．広報誌の発行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	

	   eq \o\ad(活動内容,　　　　　)
  過去の実績
  等

	1． 平成○○年より○○講習会を開催

2． ○○に関する調査研究報告書を平成○○年に発行

3． 昭和○○年○○月より○○に関する広報啓発活動を実施

4． 平成○○年○○月、○○○サービス事業を開始

5． 平成○○年より○○研修会を開催

6． 広報誌を年○回発行



	


· この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙１）

    様式２－２(参考資料)

◎ 団体が現在実施している活動内容に関する分類表

	１
	高齢者・障害者の住宅、生活環境、生活の向上（ＱＯＬ含む。） 

	２
	文化、学習、スポーツ、生きがい、社会参加活動

	３
	ＩＴ化、情報装備、情報化

	４
	人、組織のネットワーク化（在宅と施設等を含む）

	５
	ボランティア活動等（住民参加活動を含む）

	６
	高齢者在宅系事業経営

	７
	障害者在宅系事業経営

	８
	児童在宅系事業経営

	９
	高齢者施設系事業経営

	10
	障害者施設系事業経営

	11
	児童施設系事業経営

	12
	在宅介護家族支援（例）在宅介護者の集い）

	13
	保健・予防（疾病、要介護）

	14
	介護等専門職の養成、育成、研修等

	15
	権利擁護（成年後見、アドボカシー等）

	16
	研究開発

	17
	マニュアル作成

	18
	機器等の開発

	19
	子育て家庭支援（交流、サークル、集いの広場）

	20
	子ども支援（相談、情報提供、健全育成）

	21
	児童虐待・暴力の防止

	22
	引きこもり・不登校児への支援

	23
	非行・薬物・いじめ・児童買春の防止・更生

	24
	難病児・障害児等への支援

	25
	障害者スポーツの競技会、選手強化事業

	26
	障害者スポーツの講習会・研修会等普及事業

	27
	障害者スポーツの指導者・ボランティア育成

	28
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


·  該当する活動の番号に○を付してください（複数回答可）。

·  28の「その他」に○を付けた場合は、その活動内容を簡単に（　）内に記載してください。
（別紙１）

    様式２－３

	　　近年度の収支状況（１６年度）
	補助金、助成金等の受領の実績（３か年）

	総 収 入
                ○○○，○○○ 千円
（①～⑤）

収入内訳


助成金･補助金･委託収入

○○，○○○ 千円　①

※行政、民間団体等からの助成金、補

助金、委託料による収入
会費収入

○○，○○○ 千円　②

※登録会員からの会費収入

事業収入

○○，○○○ 千円　③

※利用料徴収、販売等の収益事業収入

寄付金･賛助金収入 　　　　　

○○，○○○ 千円　④

※寄付金、賛助金の収入

そ の 他　　　　　　　　　　　

○○，○○○ 千円　⑤
	  平成１７年度（予定）
○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円）

	
	○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円）

	
	          　　

○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円） 

	
	  平成１６年度

○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円）        

	
	○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円）　　　　　　　

	総 支 出
○○○，○○○ 千円
	○○○○○○○○○基金

（　 ○○，○○○ 千円）

	
	  平成１５年度 　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○補助金

（　 ○○，○○○ 千円）

	当期損益
○○○，○○○ 千円
	○○○○○○○○○基金

（　 ○○，○○○ 千円）

	
	○○○○○○○○○基金

（　 ○○，○○○ 千円）


                                                                             
＊この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙１）

    様式３

　　　　　　役    員    名    簿


団体名  ○○○○○○○○○○○   

	役職名
	氏   名
	住     所
	職    業

	(代表者)

○○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	○○○○
	○○○○○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○県○○市○○町○○丁目○○番地
	○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○○　

　　　○○○○○○○○

	○○
	○○○○○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	○○
	○○○○○○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○○　

　　　○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○○○○○○○

	○○
	○ ○ ○ ○
	○○区○○町○○丁目○○番地
	○○○○　

　　○○○○○○○○○

	
	以上
	
	

	
	
	
	


・「役職名」欄は、法人又は団体の役職名で記入してください。（例：理事長、会長、代表者、理事、委員、監事等）

・既存の役員名簿でこの表の事項を網羅していればその名簿の写しで結構です。

（別紙１）

    様式４


団体名  ○○○○○○○○○○


事業名  ○○○○○○○○○○○○○○事業                                                                                     


助成事業担当者（当機構との連絡担当者）


                                     

  担当する助成事業の内容

                                        

・委員会の開催

                                        　　　　・○○○○に関するアンケート調査票発送

助成事業の全体の取りまとめ          助成事業担当者                           



担当する助成事業の内容

                                       　　　　　・○○○○に関するモデル事業の連絡調整

                                       　　　　　・アンケート調査の集計、分析

助成事業担当者

                                                                                       


                                      

担当する助成事業の内容

                                       

・アンケート調査の集計、分析

・モデル事業実績報告書の印刷、配布

経理担当者

                                  


注）この用紙で不足する場合は、同様の様式で作成のうえ添付してください。 

（別紙２）

    様式５
　　　　　　　平成１８年度独立行政法人福祉医療機構助成金事業要望総括表（記載例）
          （団体名： ○○○○○○○　）
	優 先
	      事　　　　　業　　　　　名
	  前年度予算額 
	１８年度要望額 
	 差引増△減額 
	

	 
	順 位
	
	
	
	

	
２

１


	 ○○○○○基金分
（助成金）
 １　○○○○○○○○○○○○○○事業
 ２　○○○○○○○○○○○○○○事業

	千円

	         千円

	 　　    千円

	

	 
	     
	          小　計（　　事業）          
	              
	              
	              

	

	
	
	
	
	

	 
	     
	
	              
	              
	              

	１

２


	 ○○○○○基金分
（助成金）
 １　○○○○○○○○○○○○○○事業
 ２　○○○○○○○○○○○○○○事業
小　計（　　事業）
	
	
	
	

	 
	     
	                 
	              
	              
	              

	
	
	
	
	
	

	     
	
	
	
	

	 
	             合　　　　　　　計             
	              
	              
	              


　　＊この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙３）

様式６－１
　　　　　　　　　　　　　　事　業　計　画　書（記載例）

	
	

	事　 業　 名
	  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○事業
	
	新規 ・ 継続

	事業の必要性及び目的


	※　事業業実施の前提となる課題（何が問題点となっているか）を提示して、

改善を図るためにどのような事業を実施するのか具体的に記載してください。

※　また、できる限り対象人員や実施回数等を織り込んでください。

※　助成を要望する事業が重点助成分野あるいは新しい活動に該当する事業で

あると考える場合には、その理由を明確かつ具体的に記載してください。

※　極めて個別の課題（個別例の羅列）は提示しないでください。

※　継続事業の場合は、実施済み及び実施予定の年度と当該年度との関係を含め記

載してください。

	事 業 内 容


	（例）

１.委員会等の開催

・委員会等の設置目的、審議の内容

・委員等のリスト（未定の場合には、どのような分野の人を何人予定しているかを記載）

・開催時期、開催場所、開催回数

※ 「委員会」は、法人(団体)の内部やその関係者だけで組織せずに、外部の学識経験者等を必ず委員会の中心メンバーとして入れてください。

２.研修、講習会等（イベント等）を行う場合

・開催目的、内容

・講師等のリスト（未定の場合には、どのような分野の人を何人予定しているかを記載）

・開催時期、開催場所、開催回数、参加対象者、参加見込み人員、参加費収入

３.調査研究を行う場合

・調査目的、調査内容

・類似の事例及び先行事例の有無（先行事例などがある場合にはその成果を踏まえ、それを発展させる事業とすること）

・調査時期、調査対象、調査対象数、調査方法（アンケート、実地ヒアリング調査等）

・集計、分析の方法、調査結果の活用方法

　

４.モデル事業等を行う場合

・事業の目的及び内容、対象者

・実施期間、実施場所、実施箇所数、実施方法、利用者から徴収する費用

　

５.マニュアル、ガイドライン等を作成する場合

・目的、内容、配付先、配付部数、配付時期

・類似の事例及び先行事例の有無（先行事例などがある場合にはその成果を踏まえ、それを発展させる事業とすること）

　

６.事業効果の確認

・確認目的、確認内容、確認結果の活用方法

・実施時期、確認対象、確認対象数、確認方法（事業参加者へのアンケート等）

　

７.報告書の作成・配付経費の計上

・目的、内容、作成部数、配付先、配付部数（特に配付先及び配付部数については、事業成果の全国的な普及を考慮すること）

※ 事業成果を「報告書」として取りまとめる（継続事業においては、各年度で作成・配付し、最終年度には集大成としての報告書とする）。また、報告書は結果のみの記載ではなく、事業の評価・分析等を行い、さらに現状の問題点と今後の改善策等を含んだ内容とすること。

８.事業成果の普及

・実施時期、普及対象、普及対象数、普及方法（事業成果(調査研究報告書等)を活用した研修会及び講習会等の実施）等

※ 事業のシーズ効果あるいは社会的波及効果を高めるよう、事業成果を的確に取りまとめ、然るべき団体・機関及び対象者等に対し、広く情報を提供すること。


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙３）

    様式６－２　　
	
	
	

	 国の施策との関係
	１．○年○月○日　○○○審議会において、・・・・・の報告が出されたが・・・

・・・・本事業の○○の実態調査は、・・○○の○○・・に位置づけられる。

２．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・

· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

※  審議会等の報告等を踏まえた事業の場合は、その報告等の関係部分

の写しを添付してください。

なお、行政が自ら行うべき施策は助成対象とならないので、ご留意

ください。
	

	助成金要望額
	○○，○○○ 千 円


	

	事業要望期間
	平 成 ○○ 年 度　　～　　平 成 ○○ 年 度


	

	事業実施により

期待される効果
	この○○○○○事業を実施することにより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・が図られ、次のような効果が期待できる。

１．・・・・・・○○が確立し、・・・・・・・・・○○の定着が期待できる。

２．・・・・・・・・・・・・・・○○の家族の介護負担が軽減・・・・・・・・・・。

　３．・・・○○のマニュアルを活用し、・・全国的に・・・・・・・・・・・・・・。

　４．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。



	

	１８年度において要望する理由


新規実施又は

継続実施の

必要性
	※　新規事業にあっては、要望する事業について、平成１８年度に実施しなけ

ればならない理由を、特に緊急性がある場合はその理由も具体的に記載して

ください。

※　継続事業にあっては、継続しなければならない理由（廃止又は休止ができ

ない根拠等）を具体的に記載してください。


	

	今 後 の 展 開


事 業 継 続

に 関 す る

計画及び意向等
	※　要望する事業について、助成終了後、事業を継続実施する計画及び意向が

ある場合には、その実施内容や実施方法、財源計画等について、わかる範囲

で、できるだけ具体的に記載してください。

なお、助成終了後、事業そのものの継続実施が難しい場合でも、当該事業

の成果を的確に取りまとめ、今後どのように活用し、発展させ、全国的に普

及させていくのか、今後の事業展開について、財源計画等を含めできるだけ

具体的に（事業成果を活用した研修会及び講習会の実施等）記載してくださ

い。


	


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙３）

    様式６－３

○　要望額の対前年度主な増△減理由等（継続事業のみ）

· ○○○○○○○○○により、○○○○○のため。

· ○○○○○○○を新規開催するため。

　　

ア　増△減額　　　○，○○○　千円

　
  　

イ　増△減額内訳

	
	
	
	
	

	      
	       事　業　内　容　内　訳      
	前年度予算額
	１８年度要望額
	増△減額
	       

	      
	                                   
	    （Ａ） 
	     （Ｂ）    
	（Ｂ）－（Ａ）
	       

	
	
	
	
	

	
	         千円
	         千円
	        千円 

	　１．○○○○○○○○○○○○○

　

２．○○○○調査旅費

　

３．○○○○○○○○○

４．○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

　
	○，○○○

○，○○○

○，○○○

○，○○○


	○，○○○
○，○○○

○，○○○

○，○○○


	○，○○○
○，○○○

○，○○○

○，○○○


	

	                 計
	 千円

○，○○○
	千円

○，○○○
	千円

○，○○○
	


　　　＊主たる増減要素について、例えば、シンポジウム開催費、アンケート調査費等の事業
　　　　内容を記入して下さい。
　　　

＊単なる単価アップ等は「その他」としてまとめて記入して差し支えありません。
＊この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙３）

    様式７
　　　　　年　　次　　計　　画　　書（記載例）

事業名：○○○○○○○○○○事業　　　　                    （団体名○○○○○○○○○○ ）
	 年次区分
	  年度区分 
	        各 年 度 に お け る 事 業 概 要       
	  事業費(計画額又 

  は実績額)  
	

	
	
	
	
	 

	
	
	
	
	

	 第１年次
	 平成○○年度
	　１．・・・・・・・委員会を設置し、・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
	 ○，○○○ 千円

	

	
	　２．・・・・・・・・・・・・・・・、・・・・

○○を対象に実地ヒアリング調査を実施。

　３．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・、・・・カリキュラムを作成する。

　４．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。


	
	

	
	
	
	
	

	 第２年次
	 平成○○年度
	　１．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
	  ○，○○○ 千円

	
	
	　２．・・・・第１年次で作成したカリキュラムで

・・・・・・・モデル研修会を実施する。

　３．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　４．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。


	

	

	
	
	
	
	

	 第３年次
	 平成○○年度
	　１．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。　
	   ○，○○○千円

	
	
	　２．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　３．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　４．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。


	
	


 （注）１．年次計画については、事業開始年度から終期を設定している年度までの各年度の計画及び実績　　     

         を記入すること。

       ２．本年度限りの新規事業についても作成してください。

＊この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（別紙３）

    様式８



                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　○○○○○　○○○○○○○○○○     
	
	平成１８年 ４ 月
	５ 月
	６ 月
	７ 月
	８ 月
	９ 月

	事 業 実 施 内 容
	第１回委員会の開催

          

                                                                 ○○○○○に関するモデル事業の実施                                    

                         モデル事業実施前 アンケート調査                                            

                                              第２回委員会の開催                    



	
	１０月
	１１月
	１２月
	平成   年１ 月
	２ 月
	３ 月

	事 業 実 施 内 容
	第３回委員会の開催

モデル事業の実施

モデル事業実施後 アンケート調査                                           

                                                                                                       

 報告書の印刷・配布

                                                          モデル事業実施報告書の作成

事業完了報告書の作成




（別紙４）

様式９               
  ○○○○○基金　　　　　　　　　　（所管部局名：○○○○○○○○○○○）（団体名：○○○○○○○○○○○○○）　　　　　　　（事業名：○○○○○○○○○○○事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　要 望 額 調 書（記載例）

１．eq \o\ad(要望額,　　　　　　　　　　　　)
	総支出予定額

        Ａ
	寄付金その他

の収入額　Ｂ
	差引所要額

Ｃ(Ａ－Ｂ)
	助成金所要額
	備   考

	 　　　　　    円0,000,123  


	 　　　　　    円000,123  


	 　　　　　    円

0,000,000

	 千円 

0,000


	


　　



２．eq \o\ad(積算内訳,　　　　　　　　　　　　)
	寄付金その他の収入
	
	

	 区　　　分 
	 収入予定額 
	内　　　　　訳　 

	一般会計から

の繰入金
	000,000
	 　 

	参　加　費


	000,000
	○人×○，○○○円×○回

	合    計
	000,123 円


	
   


　　

	総支出予定額
	
	

	経 費 費 目
	支出予定額 
	内　　　　　訳　 

	 １　諸　謝　金
	        000,000
	別紙内訳書のとおり

	 ２　旅　　　費
	 　　　 000,000
	別紙内訳書のとおり

	 ３　所　　　費
	      0,000,000
	別紙内訳書のとおり

	合   計
	      0,000,123 円
	


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。
（様式９の別紙）

諸謝金
	 費　　　目 
	支 出 予 定 額
	内　　　　　訳 

	 　委員会出席謝金

 　講 師 謝 金




	　　　　         円

000,000 

  　　　　　　　 

000,000 



	 委員長

 　１人×○，○○○円×○回

                       ＝○○，○○○円 

 委 員

 　○人×○，○○○円×○回

                       ＝○○，○○○円 

 講 師

 　○人×○，○○○円×○時間
                       ＝○○，○○○円 



	 合　　　計 


	 　　　　　 　　 円

000,000 


	


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。
（様式９の別紙）
旅 費
	 費　　　目 
	支 出 予 定 額
	内　　　　　訳 

	 委員会出席旅費

 研修会出席旅費

 調 査 旅 費


	 　　　　　      円

000,000   

000,000 

000,000


	 委員旅費

○人×○○，○○○円×○回　 

                       ＝○○，○○○円 

○人×　○，○○○円×○回　 

                       ＝○○，○○○円 

 講師旅費

○人×○○，○○○円×○回　 

                       ＝○○，○○○円 

 委員旅費

（県内） 

○人×○○，○○○円×○ヶ所　 

                       ＝○○，○○○円

（県外）

○人×○○，○○○円×○ヶ所　 

                       ＝○○，○○○円



	 合　　　計 


	 　　　　　      円

000,000   


	


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。
（様式９の別紙）

所 費
	 費　　　目 
	支 出 予 定 額
	内　　　　　訳 

	 会 議 費

 会場借料

 印刷製本費

 通信運搬費

 賃   金

 委 託 費




	 　　　　　      円

000,000 

000,000

0,000,000

000,000 

000,000 

000,000



	 委員会

 　○人×○○○円×○回

              　　　　＝　○，○○○円 

 委員会

 　○○，○○○円×○回

             　       ＝○○，○○○円 

 研修会

　 ○○，○○○円×○回

              　      ＝○○，○○○円

 まとめの報告書

 　○，○○○部×○○○円

                    ＝○○○，○○○円 

 送　料

 　○○○ヶ所×○○○円

             　       ＝○○，○○○円 

 ○○のための賃金

　 ○人×○○日×○，○○○円　 

                    ＝○○○，○○○円 

○○業務の委託      ○○○，○○○円




	 合　　　計 


	 　　　　　      円

0,000,000


	


※この様式は、日本工業規格Ａ列４番としてください。

（必要添付書類一覧）

要望にあたっては、以下の書類を必ず添付してください。

１．定款、寄附行為又は規則、規約、会則等

     　 法人については定款、寄附行為又は規則を、任意団体については規約又は会則等を添付してください。

２．謝金・旅費・賃金等の支払に関する団体の規程
３．平成１７年度の予算書及び平成１６年度の決算書

      　法人又は団体が設立されたばかりで、決算の実績がない場合には、決算書については省略して構いません。

４．法人（団体）の事業概要等を記載したパンフレット

５．その他助成事業に関する参考資料

長寿社会福祉基金（一般分）








事業内容を簡潔に短く（２０字以内）まとめ、最後に「事業」を付してください。





事業内容を簡潔に短く（２０字以内）まとめ、最後に「事業」を付してください。





該当するテーマをひとつ選びそのテーマに○を付してください。





当機構と事務的な連絡を行う担当者の所属及び氏名、電話番号（法人又は団体の事務所等）を記載してください。

















千円未満の額については、収入額にて調整をいただき、千円未満の額が「０」になるようにしてください。


この額が｢助成金交付要望書｣の｢助成金要望額｣となります。














当機構の助成金及び当機構以外の民間団体等（国、地方公共団体を除く）から受領した助成金、補助金等についても名称及び金額を記載して下さい。





団体が現在実施している活動内容について、「１～28」のどの項目に該当するか、該当する項目の番号全てに○を付けてください。


また、28の「その他」に○を付けた場合は、その活動内容を簡単に（　）内に記載してください。





任意団体もしくは現法人設立までの前身団体として任意団体での活動実績がある場合は、その任意団体の設立年月日を〔　〕内に記載してください。





「要望額調書」の「総支出予定額」欄「３所費」と同額





内 訳


○○○　00件×000円＝000,000円


管理費　　　　　　　　 00,000円





※① 事業内容と整合性のある積算で、当該事業を行うために実際に必要な経費について計上してください。


② 回数、部数、人数等は「事業計画書」(様式６）に記載された回数、部数、回数等と一致することが必要です。


　③ 経費を費目ごとに整理したうえで、さらに、内訳欄には事項ごとに区分が明確になるように記載してください。


④ 法人又は団体の運営経費(職員給与､役職員への報酬､家賃､光熱水費等)は、計上しないでください。











※管理費がかかる場合は、必ず記入してください。











法人（団体）の全ての収入及び支出を合算したものを計上して下さい。





収入内訳については、「総収入」を記載した４つの収入項目に振り分けて、該当しない項目は「その他」にまとめて計上し、各項目を合計したものが「総収入」と同額となるようにして下さい。





※　人数、回数は「事業計画書」(様式６）に記載された人数、回数と一致することが必要です。











「助成金交付要望書」に記載した住所を記載してください。





これは例示です。


定款、寄附行為又は規則等に定める事業内容を記載してください。





定款、寄附行為又は規則等に定めている会員として加入することのできる資格要件を記載してください





これは例示です。


法人又は団体の活動内容や実績が具体的にわかるように記載してください。





　国の施策とどのような関係があるのか、事業の位置づけはどのようになっているのか等について、具体的に記載してください。





　複数の事業を要望する団体にあっては、事業の緊急性等の観点から各事業の優先順位を必ず付してください。優先順位は、基金ごとに付けてください（同順位は不可です）。








要望するすべての事業について基金ごとに記載してください。





金 額 の 一 致





この欄のみ千円単位です。


この額が｢助成金交付要望書｣の｢助成金要望額｣となります。




















「要望額調書」の「総支出予定額」欄「１諸謝金」と同額





※　① 金額については、円単位で記載してください。


② 人数、回数は「事業計画書｣(様式６）に記載された人数、回数  


と一致することが必要です。











※　例えば、基準となる時間数、頁数等は、規程に基づき厳格に支出してください。











助成金以外の収入を記入











金額の一致








高齢者・障害者福祉基金（一般分）








法人又は団体の住所、名称、代表者名（役職名を付ける）を記載してください。








事業内容を簡潔に短く（２０字以内）まとめ、最後に「事業」を付してください。





該当するテーマをひとつ選びそのテーマに○を付してください。





団体を所管する関係省庁の部局(課)名、担当者名及び連絡先をご記入ください。








当機構のホームページなどの広報媒体に記載をさせていただきます。





「要望額調書」の「総支出予定額」欄「２旅費」と同額





・これは例示です。


・｢要望額調書｣(様式９)の｢経費費目別の別紙内訳書｣と整合性のある内容とし、活動内容、実施内容及び実施方法等が具体的にわかるよう明確に記載してください。








法人又は団体の住所、名称、代表者名（役職名を付ける）を記載してください。








団体を所管する関係省庁の部局(課)名、担当者名及び連絡先をご記入ください。





当機構と事務的な連絡を行う担当者の所属及び氏名、電話番号（法人又は団体の事務所等）を記載してください。





団体を所管する関係省庁の部局(課)名、担当者名及び連絡先をご記入ください。





「助成金交付要望書」に記載した事業名を記載してください。





団体を所管する関係省庁の部局(課)名、担当者名及び連絡先をご記入ください。





子育て支援基金（一般分）








法人又は団体の住所、名称、代表者名（役職名を付ける）を記載してください。








事業内容を簡潔に短く（２０字以内）まとめ、最後に「事業」を付してください。





該当するテーマをひとつ選びそのテーマに○を付してください。





当機構と事務的な連絡を行う担当者の所属及び氏名、電話番号（法人又は団体の事務所等）を記載してください。





障害者スポーツ支援基金（一般分）








法人又は団体の住所、名称、代表者名（役職名を付ける）を記載してください。








・全国的な規模で、「①何の、②何について、③どれくらいの、④どのような」効果が期待できるのか、具体的に記載して下さい。


・どのように活用し、全国的に普及させ、社会的波及効果を高めていくのか、また、将来大きく実を結ぶ可能性（シーズ効果）の計画も含めて、具体的に記載して下さい。





該当するテーマをひとつ選びそのテーマに○を付してください。





当機構と事務的な連絡を行う担当者の所属及び氏名、電話番号（法人又は団体の事務所等）を記載してください。





「記載要領」の（別添1）を参照いただき、該当する事業の手法を選び○を付してください。





「記載要領」の（別添1）を参照いただき、該当する事業の手法を選び○を付してください。





「記載要領」の（別添1）を参照いただき、該当する事業の手法を選び○を付してください。





「記載要領」の（別添1）を参照いただき、該当する事業の手法を選び○を付してください。





「役職名」は例示です。法人又は団体の役職名で記載してください。





� eq \o\ad(助成事業の実施体制,　　　　　　　　　　　　　　　)�（記載例）





常勤、非常勤関わらず全員ご記入ください。





役職名   ○○部（課）長


氏  名   ○○○○○





役職名  ○○○○○


氏  名  ○○○○





役職名  ○○○○○


氏  名  ○○○○





「担当する助成事業の内容」は、事業計画書（様式６）の事業内容のうち、それぞれが担当する事業内容を記載してください。





役職名  ○○○○○


氏  名  ○○○○ 





役職名  ○○○○○


氏  名  ○○○○





継続事業、新規事業を問わず、年次計画を記載してください。当該年度限りの事業についても、作成してください。





・各年度の事業内容の違いが分かるように記載して下さい。





・複数年要望する事由が分かるように記載して下さい。





・事業概要は簡潔に記載して下さい。








これは例示です。事業計画書（様式６）の事業内容について、どのようなスケジュールで実施していく予定かを記載してください。





� eq \o\ad(年間スケジュール表,　　　　　　　　　　　　　　　　　　)�（記載例）
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